
令和 5 年度 『光寿会事業計画』  

①  経営感覚を持ちながら利用者受け入れ増に努めます！

②  実状の人員体制に合わせて地域ニーズに応えます！(継続)

③  ウィズコロナ、お年寄りの笑顔
けんこう

の時間を増やします！

④  脱！病院化対応 … 生活の場のケアを再構築します！

⑤  明日の担い手に出遇える場づくりに貢献します！(継続)



あいさつの心得 

光寿会の基本姿勢 …『サービスとは、挨拶そのものに尽きる』 

◎挨拶の「挨」は、 

      様々ないきさつを投げ捨てて、わが胸を開くことである。 

             （相手の胸を開かせることではない！） 

◎挨拶の「拶」は、 

      「あなたが居てくれることが私の幸せです……」と、 

             わが胸に相手を抱きしめることである。 

 

 
 

 

 

                                                            

 
★ 視線は適度に合わせる必要があります。私が全く視線を合わせないと、相手は「冷

たさ・無視されている・無関心」を感じます。逆に、視界に入り込んで視線を合せ

過ぎると「圧迫感」が生じます。適当に視線を合わせたり外したりすることが必要

になってきます。 

★ 要するに、24 時間 365 日の認知症ではないですし、いつも興奮している訳でもあ

りません。視界から外れて欲しい時だってあるものです。 

⇒ そのような際の上手なコミュニケーション法としては、『縁側効果』（三好春樹氏）

があります。横に座って、同じ景色（山、桜、お天気等々）を共有しながら、時折、

視線を合せる。そして、共有している景色をきっかけとした言葉を発してみる。これ

位が程よく、よい印象や気分が残りやすいのです。 

★ 最後に、関わるすべての人をつなぐことのできるコミュニケーションの最大の表現

力は、『笑顔』です。人の習慣は、一般的な人で、21 日間同じことを信念もって続

けていけば、その人のものに成るとされています。 

  心から笑顔で過ごせる習慣を心がけ、続けてみましょう。 




